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令和２年度三重大学国際交流事業実施報告書（学内版） 

 

１．申請部局 

 学部・研究科名等：医学系研究科 臨床医学系講座 形成外科学                       

 

事業担当者の職・氏名：  教授・成島 三長               

 

内線電話番号：4120   

 

電子メール： sancho-ps@umin.ac.jp          

 

 

２．事業の名称（20字以内，別に副題を付けても良い） 

 

  医学系研究科シラバス英語化による国際化推進事業  

 

 

 

３．事業内容の別（該当するところにチェックを入れてください。） 

 

□教職員，学生の海外派遣（学会やシンポジウム等の出席は除く） 

 

□海外交流機関等からの教職員，学生の受け入れ 

 

■国際教育プログラムの開発や推進 

 

□その他 
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４．事業の取組結果 

（１）事業概要（簡潔に事業全体の概要がわかるように記述してください） 

国際的な移動が可能となる時が来るまでに国際化の推進のため、シラバスの英語化を

行った。 

 

（２）事業の背景・これまでの実績 

コロナウィルスによる影響で、国際交流事業として医学部で予定されていた 2 件が、

実施のめどが立たず、実際に海外への往来が制限されている昨今、海外の情報を得る

ためのツールとして web を用いた情報収集の重要性が高まっている。国際化を推進す

るうえで海外へ情報をきちんと発信し、三重大学への留学を検討している諸外国の有

能な学生に三重大学の魅力を伝えることが重要である。このため様々な情報発信を英

語などの国際言語で行うことが必須であると考えている。 

 

（３）事業実施結果 

大学院医学系研究科の博士課程

から事業をスタートさせた。今年

度に博士課程シラバスを英語化

するため、業者に依頼して英語化

作業（2021 年 3 月末完了）を行

った。これをもとに、各講座責任

者による確認作業を行うことで、

早期に医学系研究科博士課程全

体の英語化を完了させる。 

 

（４）事業の意義 

医学系研究科では、「三重大学のグローバル化戦略」として大学院の授業シラバス（博

士課程生命医科学専攻・修士課程医科学専攻：2講座 64教育研究分野、看護学専攻博

士前期課程：3教育研究領域 10専門分野、看護学専攻博士後期課程：6教育研究分野）

の 100％英語化を掲げている。この目標を早期に達成し、海外へ三重大学の多くの魅

力的なシラバスを発信することが、コロナ下で行動制限があり直接的な国際交流が難

しい状況でも、三重大学を海外へアピールし国際化を進めるうえで、重要である。 

 

（５）事業の発展性 

次年度には看護学専攻および修士課程の全英語化を行うことを計画している。 

これらの事業を通じて、シラバスの改善や授業の英語化促進さらには、外国人教員の

増加への発展性が見込まれる。 

 

 

 

 

 



（６）中期目標・中期計画における位置づけ 

【本事業に関係する中期目標・中期計画】 

 ［A-3-1］1（学生支援） 

学生の就学支援、就職支援、留学生支援、障がい学生支援、及び学生の生活・健

康面での支援に関する取組を強化する。 

 

 ［D-1-a］1（大学と地域のグローバル化推進） 

  世界で活躍できるグローバル人材を育成し、国際教育・国際共同研究を充実させ

るために、地域社会や世界各国の大学との交流活動を活発化させ、海外の大学等

との学生と研究者の相互交流を増加させる。 

 

シラバス英語化完了後には現在三重大学医学部附属病院国際医療支援センター（下図）

のように、医学部ホームページの英語を含めた国際言語化についても検討し、三重大

学が海外からの留学を検討する学生にとってより魅力的で留学したくなるような改善

を行っていく計画である。 

 

英語・スペイン語・ベトナム語等対応 

 

（７）その他 

 コロナが継続したことで、web による教育の形態が大きく変わろうとしている。シ

ラバスや授業の英語化を進めるのみならず、より魅力的なプログラムと学生を引き付

けるコンテンツを web 上に展開することで、地方であることの足枷なく国際展開が可

能になると思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


